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（参考）基本情報登録 勘定科目①

勘定科目設定について

・会計基本情報登録で選択された勘定科目体系にそった初期設定が表示されます。

・勘定科目の追加は通常科目のみ可能です。

・仕訳伝票や勘定科目残高が登録済の科目では、勘定科目名称などは変更可能

ですが、貸借区分などを変更することは出来ません。

・不明勘定科目・仮受消費税・仮払消費税・諸口などは、設定変更を行うことは

できません。

・補助科目分類を設定することで、補助科目と関連付けられます。

・勘定科目コード順以外の任意順序を指定することが出来ます。合計残高試算表

に表示される順番は勘定科目表示設定で設定、及び変更を行います。

基本情報登録メニュー

クリックすると勘定
科目追加画面に移り
ます。

クリックすると設定
内容変更画面に移り
ます。

集計科目はピンク色
の行で表示されてい
ます。

使用しない科目はチェックを外します。

（科目を削除することはできません。）

すでに残高が発生している科目のチェックは外せません。
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勘定科目追加画面／勘定科目内容変更画面

新規科目追加した場合は、続けて勘定科目
の表示順を設定する画面が表示されます。

（参考）基本情報登録 勘定科目②

基本情報登録メニュー

現金・預金科目
の指定は、現金、
預金出納入力に
て利用できる勘
定科目として設
定します。

数字の若い順に、
合計残高試算表
に表示されます。

既に設定されて
いる勘定科目の
行間に入れられ
るように10行単
位になっていま
す。

ここに入力また
は、修正します。
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（参考）基本情報登録 勘定科目③

勘定科目毎に消費税の設定を変更できます。

①原則課税で登録した場合 ②簡易課税・小売業で登録した場合

※課税で登録した場合

基本情報登録メニュー

仕訳毎にも消費税の設定を変更できます。

勘定科目の初期設定
で、原則課税の消費
税区分が設定されて
います。

勘定科目の初期設定
で、簡易課税の消費
税区分が設定されて
います。（この例で
は小売業）

変更画面へ
をクリック

勘定科目に設定する消
費税区分を簡易課税の
消費税区分から選択で
きます。

勘定科目に設定する消
費税区分を原則課税の
消費税区分から選択で
きます。

伝票入力時に設定す
る消費税区分を原則
課税の消費税区分か
ら選択できます。

伝票入力時に設定す
る消費税区分を簡易
課税の消費税区分か
ら選択できます。
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（参考）基本情報登録 会計単位設定
支店などで独立した帳簿組織を持ち、全ての取引を各帳簿組織に会計記録を行う場合に使用します。

本社及び支店などで、会計単位に分けて、仕訳データを処理することができます。

残高登録、伝票登録、合計残高試算表などの照会は、会計単位ごとになります。

決算振替仕訳は、各会計単位での入力となります。

基本情報登録メニュー

任意の会計単位コード
と会計単位名称を入力
して、登録します。

会計単位が追加されま
す。
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（参考）基本情報登録 部署設定
会計単位に対して部署を設定することができます。

部署ごとの伝票入力となります。

部署をまとめるグループ部署を設定できます。グループ部署による伝票入力は行えません。

損益計算書、総勘定元帳などは、部署、グループ部署による照会が行えます。

基本情報登録メニュー

部署を作る、会計単位を
選択します。

任意の部署コード、部署
名称、部署名称カナを入
力して、登録します。

グループ部署を作る場合
は、チェックを入れ、登
録します。

グループ化する部署が既
に登録されている場合は、
選択画面に遷移できます。

グループ化する部署が未
登録の場合は、登録後に
グループ化を行います。

部署が追加されます。
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（参考）基本情報登録 会計単位、部署の説明①

以下の例で会計単位、部署について説明します。

営業１課

売上

700

営業２課

売上

200

東京本社 札幌支店

営業部 営業部

営業１課

売上

500

営業２課

売上

300

＜会計単位、部署の設定を行わない場合＞

営業１課

売上

700

営業２課

売上

200

東京本社 札幌支店

営業部 営業部

営業１課

売上

500

営業２課

売上

300

全社売上 1700の集計

＜会計単位のみ設定の場合＞

会計単位

東京本社 800

札幌支店 900

全社売上 1700の集計

基本情報登録メニュー
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（参考）基本情報登録 会計単位、部署の説明②

営業１課

売上

700

営業２課

売上

200

東京本社 札幌支店

営業１課

売上

500

営業２課

売上

300

＜会計単位、グループ部署、部署を設定する場合＞ ※ 札幌支店は別にあるものとする

＜会計単位、部署を設定する場合＞

営業１課

売上

700

営業２課

売上

200

東京本社

営業１部 営業２部

営業１課

売上

500

営業２課

売上

300

会計単位

会計単位

部署

東京本社 800 札幌支店 900

営業１課 500 営業１課 700

営業２課 300 営業２課 200

全社売上 1700の集計

部署

グループ部署

東京本社 1700

営業１部 800 営業２部 900

営業1課 500 営業１課 700

営業1課 300 営業１課 200

全社売上 xxxxの集計

基本情報登録メニュー
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（参考）基本情報登録 仕訳パターン①

基本情報登録メニュー

ネットｄｅ記帳では、日々の売上、毎月支払う経費など、頻繁に使用する仕訳を

パターン登録することで、入力作業を簡略化できます。

出納帳入力で使用する仕訳パターンと振替伝票入力で使用する仕訳パターンは

別々に登録します。

出納帳仕訳パターン登録の項目は以下の通りです。（※は入力必須項目）

勘定科目※／補助科目／パターンコード※／摘要※／入出金区分※／摘要／

金額／相手科目※／相手補助科目／内税外税区分／消費税区分／消費税

出納帳の仕訳パ
ターンを登録する
ので、現預金科目
が選択できます。

最後に登録します。

各項目を選択、
あるいは入力し
ます。

登録済のパター
ンは、PDF出力
で確認すること
もできます。

登録が完了する
と、出納帳入力
画面で、キー
ボードのF3キー
を押下すると、
パターンを呼び
出すことができ、
仕訳を効率的に
入力できるよう
になります。
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（参考）基本情報登録 仕訳パターン②

振替伝票仕訳パターン登録の項目は以下の通りです。（※は入力必須項目）

パターンコード※／パターン名称／勘定科目／補助科目／摘要／金額／

内税外税区分／消費税区分

基本情報登録メニュー

各項目を選択、
あるいは入力し
ます。

複数行の入力も
可能です。

決算整理仕訳に
チェックを入れ
ると、決算整理
仕訳用のパター
ンを作れます。

最後に登録します。

登録が完了すると、
振替伝票入力画面
で、キーボードの
F3キーを押下す
ると、パターンを
呼び出すことがで
き、仕訳を効率的
に入力できるよう
になります。

既に登録されてい
る、パターンを変
更・削除する場合
は、ここをクリッ
クしてください。

モードが、変更、
削除に変わります。


